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第４学年 国語科学習指導案 
 

                     平成２８年１１月２９日（火）第４校時 

 

 

１ 単元名・教材名  発信します！わたしたちの学習  

           「アップとルーズで伝える」 

           「４年生の学習を伝えるテレビ番組を作ろう」 

 

２ 児童の実態と本単元の意図 

（１） 児童の実態 

児童はこれまで、説明的な文章を「読むこと」の学習で、「問い」や「答え」を見

付けることや「初め」「中」「終わり」の段落構成について考えること、各形式段落の

要点をまとめること、筆者の説明の工夫を考えることなどの学習を行ってきた。第４

学年１学期の教材「大きな力を出す」「動いて、考えて、また動く」では、それらに

加えて、「事実」と「考え」を読み分けること、「事例」や「根拠」を読み取ることな

どを学習した。本学級の児童は、「問い」や「答え」を見つけることや、「このように」

などの言葉に着目して文章を「初め」「中」「終わり」に分けることは比較的よくでき

る。しかし、各形式段落の中心となる文は見つけることができるものの、要点を自分

の言葉でまとめたり小見出しを付けたりする活動は苦手とする児童が多い。さらに、

筆者の説明の工夫を見付けることについても経験が浅く、自分の考えを書くことがで

きない児童もいる。そこで、本単元に入る前に、学年の系統を意識し、前学年までの

説明的な文章で学習した説明の工夫を復習してから本単元に入ることとした。 

「読むこと」の学習を生かして文章を「書くこと」の学習では、第２学年「しかけ

カードの作り方」、第３学年「すがたをかえる大豆」で、絵や写真と文を対応させて

書く学習を行ってきている。第４学年２学期の教材「手と心で読む」では、「初め」

「中」「終わり」の構成で、自分たちで撮った写真と対応させて「学校の中にある体

の不自由な人のための施設」について紹介する文章を書いた。児童は、教師とともに

モデル文の構成を考え、真似できる表現は真似をし、自分の表現も加えながら文章を

書くことができていた。本単元では、児童が「３年生に伝える」という目的意識を持

ち、より主体的に文章の構成について考え、書く喜びを味わえるように支援していき

たい。 

 

（２） 本単元の意図 

本単元は、「読むこと」と「書くこと」の二領域の指導内容を取り上げた複合単元

として構成した。「読むこと」の教材「アップとルーズで伝える」では、学習指導要

領の「Ｃ 読むこと」の「イ 目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の

関係や事実と意見との関係を考え、文章を読むこと。」を重点的に指導する。写真と

文章を対応させて読みながら、対比的な段落関係をつかみ、それを含んだ文章全体の

構成をとらえる学習を行っていく。まずは、それぞれの写真とそれを説明する段落を

対応させ、段落同士が対比関係になっているだけでなく、段落の中でも対比が用いら

れていることに気付かせたい。そのうえで、段落が文章全体の中でどのような役割を

果たしているかを考えさせていく。文章の構成を見てみると、これまで学習してきた



- 2 - 

 

教材文と同様「初め」「中」「終わり」の文章構成ではあるが、「初め」が３段落あり、

第３段落で初めて「問い」が出てくるのは児童にとって初めての経験である。また、

第１・２段落を第３段落が、第４・５段落を第６段落がまとめているという関係も新

出であり、段落構成図を初めて学ぶのに適した教材であるといえる。「このように」

などの言葉に着目しながら考えれば、既習を生かして段落相互の関係をとらえること

ができることに気付かせたい。児童には、これまで学んできた説明的な文章との違い

を意識させながら、確実に本教材の文章構成をとらえさせるようにしていく。 

「書くこと」の教材「４年生の学習を伝えるテレビ番組を作ろう」は、教科書教材

「クラブ活動リーフレットを作ろう」の題材を変えて新たに作ったものである。ここ

では、学習指導要領「Ｂ 書くこと」の内容である「イ 文章全体における段落の役割

を理解し、自分の考えが明確になるように、段落相互の関係などに注意して文章を構

成すること。」に重点を置いて指導する。本単元で、児童は４年生の各教科の学習を

３年生に伝えるために、テレビ番組のナレーションの原稿を書く。自分たちで撮った

写真に対応する説明の文章を、アップの視点(個々の学習活動など)で記述したり、ル

ーズの視点(学級全体の学習の様子など)で記述したりする。「アップとルーズで伝え

る」で学んだことを生かし、アップとルーズそれぞれの効果を意識した構成及び記述

ができるよう指導していく。 

 

３ 単元を貫く言語活動とその特徴 

本単元では、単元を貫く言語活動として、「４年生の学習を伝えるテレビ番組作り」

を位置付けた。児童はこれまで、「動いて、考えて、また動く」で自分の考えを述べる

文章を、「手と心で読む」で学校の施設を紹介する文章を、「ごんぎつね」で続きのお話

を、そして「プラタナスの木」で自分の体験を踏まえた感想文を書く活動をそれぞれ行

ってきた。本単元では、さらに一歩進んで、書いた文章(原稿)を読み、テレビ番組を撮

影することまでをねらいとした。テレビは、児童がいちばんよく目にするメディアであ

り、「テレビ番組を作る」というゴールは児童にとって魅力あるものであろうと考える。

また、「読むこと」の教材「アップとルーズで伝える」の筆者は、ＮＨＫで実際に番組

制作に関わっていた人物であり、児童に「テレビ番組を作るために番組の作り手が書い

た文章を読む」という目的意識を持たせることもできる。さらに、作ったテレビ番組を

３年生に見てもらうという相手意識を強く持たせることにより、分かりやすい文章、相

手に伝わりやすい話し方についても考えさせることのできる活動であると考える。 

第１次では、教師がアナウンサーになったテレビ番組を見せ、活動のイメージを持た

せる。題材は、５年生から始まる教科「家庭科」を紹介するものとした。第２次「読む

こと」の学習では、文章の構成を学ぶとともに、テレビ番組作りを行うときに参考とな

るポイントを見つけていく。ここでは、児童に常にゴールとなる言語活動を意識させ、

読む必然性をもって学習に取り組ませていく。そして、第３次「書くこと」の学習では、

導入で使った番組の原稿をモデル文とし、第２次で見つけたテレビ番組作りのポイント

「①写真と文章を対応させて書くこと」「②伝えたいことに応じてアップかルーズかを

選ぶこと」を生かして文章を書いていく。 

以上のことから、本単元でねらう「Ｃ 読むこと」の「イ 目的に応じて、中心となる

語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考え、文章を読むこと。」や

「Ｂ 書くこと」の「イ 文章全体における段落の役割を理解し、自分の考えが明確にな

るように、段落相互の関係などに注意して文章を構成すること。」を実現するのにふさ

わしい言語活動であると考える。 
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第１次 第２次 第３次 

・教師がアナウンサー

になったテレビ番組

を見て、単元の見通

しを持つ。 

・学習計画を立てる。 

・「アップとルーズで伝える」

を読み、文章構成を学ぶ。 

・学んだことをもとに、テレ

ビ番組作りのポイントを

見つける。 

・「４年生の学習を伝えるテレビ

番組」の原稿を書く。 

・番組撮影をする。 

・番組を見合い、学習を振り返 

る。 

 

４ 研究主題との関わり 

 

 

 

  本校では、「確かな読み取りをもとに、豊かな学びを追究する児童の育成」と研究主

題を掲げ、国語科を中心に研修に取り組んでいる。目指す児童像「国語科の基礎的・

基本的な学力（読み取り）が確実に身に付いている子」「自分の思いや考えを進んで伝

え（表現し）、学び合うことができる子」を実現するために、以下の２つの仮説に対し、

単元全体を通して次のような手立てを講じていく。 

 

 

 

 

 

 ・単元を貫く言語活動の設定 

   単元を貫く言語活動として「４年生の学習を伝えるテレビ番組作り」を設定する。

児童には、各時間ゴールとなる言語活動を意識させ、児童が常に目的意識を持って

学習に取り組めるようにする。 

 ・必然性を持たせた課題設定 

   「読むこと」の学習では、「テレビ番組を作るためにテレビ制作者が書いた文章を

読もう」とし、児童が意欲的に学習を進められるようにする。さらに、各時間の課

題は、ゴールとなる言語活動に生かせるものに設定し、学習活動が児童にとって必

然性があるようにする。 

 ・「説明文の家」の効果的活用 

   各段落の役割や要点をまとめる「説明文の家」を書く活動を「読む」学習の始め

に位置づける。その後は、気付いたことがあったら、いつでも「説明文の家」に書

き込んでよいこととし、全ての児童が自分の考えを持って学習に参加できるように

する。 

・説明文ノートの活用 

  説明文専用のノートを使い学習を進めていく。前学年までの主要な説明文を復習し

た際の「説明文の家」などを振り返ったり、児童が苦手とする「説明の工夫」を見付

ける活動で、これまでのノートを振り返って考えたりできるようにする。 

 

常に単元を貫く言語活動を意識しながら、自分の表現したい思いを膨らませる 

研究主題 

「確かな読み取りをもとに、豊かな学びを追究する児童の育成」 

仮説１ 

国語科を中心に、児童が確かな読み取りを身に付け、学ぶ楽しさを味わうことで、

学び続けようとする態度が育つであろう。 
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 ・相手意識を持たせる 

   ３年生に伝えるというめあてを第１時に全員で共有し、単元全体を通して、児童

が相手意識を持ち意欲的に学習を進められるようにする。 

・グループによる協働学習 

ゴールとなるテレビ番組作りは、４人グループで行う。番組作りの計画や原稿の

推敲などの場面では、話合いの視点を示し効果的な話合いが行われるよう支援する。 

・読み取った内容を違う写真で確認する活動の工夫 

 各時間の終わりに、読み取った内容を自分たちの写真で確認する場面を設定し、学

習したことが確実に身に付いているかを確認する。この場面では、ゴールとなる言語

活動と同じグループで活動をさせ、教材文を自分たちの身近な題材で確認し一般化す

る。 

 

５ 単元の目標 

（１） 分かりやすく説明するために、文章を読んで説明の工夫を探したり、見つけた工

夫を生かして文章を書いたりしようとしている。      〈関心・意欲・態度〉 

（２）書こうとすることの中心を明確にして、写真と文章を対応させながら、段落相互

の関係に注意して文章を書くことができる。           〈書くこと〉 

（３）それぞれの段落が全体の中でどのような役割を果たしているかを考えながら読む

ことができる。                        〈読むこと〉 

（４）指示語や接続語が、文や段落の関係を示す手がかりになることを理解している。 

                  〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〉 

 

 

６ 単元の評価規準と学習活動に即した評価規準 

 

 ア 国語への 

関心･意欲･態度 
ウ 書く能力 エ 読む能力 

オ 言語についての 

知識･理解･技能 

単
元
の
評
価
規
準 

・分かりやすく説明

するために、文章

を読んで説明の工

夫を探したり、見

付けた工夫を生か

して文章を書いた

りしようとしてい

る。 

・文章全体の構

成を理解し、

書くことの中

心を明確にし

て 書 い て い

る。 

・選んだ写真と

文章を対応さ

せて書いてい

る。 

・写真と文章を対応さ

せながら読み取って

いる。 

・対比しながら述べる

説明の仕方を捉え、

文章全体の構成と段

落相互の関係を理解

している。 

・内容の中心がよく分

かるように音読して

いる。 

・指示語や接続語

が、文や段落の

関係を示す手

がかりになる

ことを理解し

ている。 

・句読点を適切に

打ち、必要な箇

所は改行して

書いている。 

仮説２ 

自分の思いや考えを進んで話し合い（表現し）、ともに学び合うことで、深く読み取

る力が育つであろう。 
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学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

①３年生に伝えたい

と い う 意欲 を 持

ち、進んで学習計

画を立てている。 

②分かりやすく説明

するために進んで

教材文を読み、説

明の工夫やテレビ

番組作りのポイン

トを探そうとして

いる。 

③見つけたポイント

を生かして、テレ

ビ番組の原稿を書

こうとしている。 

④他グループの発表

を興味をもって聞

き、進んでよさを

見付けようとして

いる。 

①「初め」「中

①」「中②」「終

わり」の構成

を理解し、段

落ごとに書く

ことの中心を

明確にして書

いている。 

②アップとルー

ズそれぞれの

写真に対応さ

せて文章を書

いている。 

①アップとルーズそれ

ぞれの写真と対応さ

せながら、アップと

ルーズの意味を読み

取っている。 

②アップとルーズで伝

えられることと伝え

られないことを表に

まとめ、目的に応じ

て使い分けているこ

とに気付いている。 

③段落相互の関係をと

らえ、段落構成図を

書いている。 

④内容の中心がよく分

かるように音読して

いる。 

① ｢このように」

や「しかし」

「でも」など

の言葉に着目

し、文章の構

成をとらえて

いる。 

②句読点を適切

に打ち、必要な

箇所は改行し

て書いている。 

 

７ 指導と評価の計画（全１５時間）本時４／１５時 

次 時 主な学習活動 学習内容 評価規準・評価方法 

一 

１  

 

○教師がアナウンサーになっ

たテレビ番組を見て、単元

の見通しを持つ。 

○教師とともに学習計画を立

てる。 

○テレビ番組を作るため、テ

レビ制作者が書いた文章を

読んで、テレビ番組作りの

ポイントを学ぶことを知

る。 

 

 

○ゴールとなる言語活動の確認 

 ・４年生の学習を伝えるテレ

ビ番組を作ること 

○相手意識の明確化 

 ・３年生に見せること 

○教材文を読む意義 

○振り返りカードの書き方 

・振り返りの視点 

・自己評価の仕方 

 

 

ア① 

・発言内容や態

度の観察 

・振り返りカー

ドの考察 

二 

２  

 

○「アップとルーズで伝える」

を読み、各形式段落の要点

を考える。 

○疑問に思ったこと、もっと

知りたいと思ったことを共

有する。 

 

 

○教材文を読み、大まかな内容

をとらえること 

○各段落の役割・説明の工夫の

読み取り（個人） 

○「説明文の家」の作成 

○新出漢字の学習 

 

 

ア② 

・発言内容や態

度の観察 

・振り返りカー

ドの考察 

第１次 ゴールとなる言語活動を確認し、学習計画を立てる。 

第２次「アップとルーズで伝える」を読み、テレビ番組作りのポイントを学ぶ。 
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３ ○第１～３段落を読む。 

○番組作りのポイント①を見

付ける。 

○教師が撮影した学校生活の

写真を「アップ」と「ルー

ズ」に分ける。 

○写真と文の対応 

○「アップ」「ルーズ」の意味 

○｢問い｣が第３段落にあるこ

と 

○番組作りのポイント①「写真

と文章を対応させる」 

○読み取り内容を確認・一般化

し、番組作りに生かすこと 

エ① 

・発言・ノート

の 記述 内 容

の考察 

４
（
本
時
） 

 

○第４～６段落を読む。 

○「アップ」と「ルーズ」で

伝えられること伝えられな

いことを表にまとめる。 

○「対比」という言葉を知る。 

○番組作りのポイント②を見

付ける。 

○｢アップ｣と｢ルーズ｣の特徴

が自分たちの生活を撮った

写真でも言えることを確認

する。 

○「アップ」と「ルーズ」で伝

えられることと伝えられな

いこと 

○言葉「対比」 

○ポイント②「目的に応じてア

ップかルーズかを選ぶ」 

○読み取り内容を確認・一般化

し、番組作りに生かすこと 

エ②・オ① 

・発言・ノート

の 記述 内 容

の考察 

 

５ ○第７・８段落を読む。 

○筆者がいちばん伝えたいこ

とを読み取る。 

○自分たちの生活を撮った写

真を使い、伝えたいことに

応じて写真を選ぶ「どっち

を選ぶ？」ゲームをする。 

○第７段落で別の例（写真）を

挙げていること 

○第８段落は全体のまとめで

あること 

○筆者がいちばん伝えたいこ

と「伝えたいことに応じてア

ップかルーズかを選ぶ」 

○伝えたいことに応じた写真

の選択の仕方 

エ③ 

・発言・ノート

の 記述 内 容

の考察 

６ ○文章全体の構成を考える。 

○身近な新聞記事でも、｢アッ

プ｣と｢ルーズ｣が使われて

いることを確認する。 

○番組作りのポイントを振り

返る。 

○第２次での自分の学習を振

り返る。 

○段落構成図のかき方 

○文章全体の段落構成図 

○読み取り内容を確認・一般化

し、番組作りに生かすこと 

○番組作りのポイントのまと

め 

○第２次の学習の振り返り 

 

ア② 

・発言内容や態

度の観察 

・振り返りカー

ドの考察 

三 

７  

 

○学習計画を確認する。 

 

 

○学習計画の確認 

 

 

ア③ 

第３次「４年生の学習を伝えるテレビ番組」を作ろう。 
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○グループごとに番組のテー

マ(伝えたい学習)を決める。 

○伝えたい学習のよさを書き

出す。 

○どんな写真を撮ればよいか

を考える。 

○番組のテーマの決定 

○伝えたいことのよさを考え

ること 

○写真撮影の計画 

○視点を絞った話し合いの仕

方 

・発表内容や態

度の観察 

・振り返りカー

ドの考察 

○グループごとに写真撮影を行う。   

８ ○教師のモデル文(番組原稿)

を読み、文章の構成を話し

合う。 

○番組作りのポイントがどこ

に生かされているか確認す

る。 

○文章の書き方 

 ・「初め」・「中」・「終わり」 

 ・「中」は、よさ２つ。(｢ア

ップ｣と｢ルーズ｣の写真を

生かす) 

 ・２次で学習したポイントが

生かされていること 

ウ① 

・発言内容や態

度の観察 

・振り返りカー

ドの考察 

９ ○伝えたいことに応じた写真

を選定する。 

○｢初め｣の原稿を書く。(個人) 

○グループで推敲し、よりよ

い文章にする。 

○写真の選定  

○モデル文の分析 

○伝えたいことを明確にした

文章の書き方 

○推敲の視点 

ウ①・オ② 

・ワークシート

記述内容考察 

10 ○｢中①｣の原稿を書く。(個人) 

○グループで推敲し、よりよ

い文章にする。 

○モデル文の分析 

○伝えたいことを明確にした

文章の書き方 

○推敲の視点 

ウ②・オ② 

・ワークシート

記述内容考察 

・話合いの様子

の観察 

11 ○｢中②｣の原稿を書く。(個人) 

○グループで推敲し、よりよ

い文章にする。 

○モデル文の分析 

○伝えたいことを明確にした

文章の書き方 

○推敲の視点 

ウ②・オ② 

・ワークシート

記述内容考察 

・話合いの様子

の観察 

12 ○｢終わり｣の原稿を書く。 

                   (個人) 

○グループで推敲し、よりよ

い文章にする。 

○全体の文章を推敲する。 

○モデル文の分析 

○伝えたいことを明確にした

文章の書き方 

○推敲の視点 

ウ①・オ② 

・ワークシート

記述内容考察 

・話合いの様子

の観察 

13 ○グループで番組撮影の練習

をする。 

○大事なことが伝わりやすい

話し方 

○写真を出すタイミング 

エ④ 

・練習の様子の

観察 

14 ○番組撮影をする。 

○自己評価をする。 

○分かりやすい話し方 

○自己評価の視点 

エ④ 

・様子観察 

15 ○番組を見て、振り返る。 ○振り返りの視点（写真の選

定・文章の構成・話し方） 

ア④ 

・様子観察 

・ワークシート

記述内容考察 
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８ 本時の学習指導（４／１５時） 

（１） 目標 

  ○アップとルーズで伝えられることと伝えられないことは何かを読み取り、番組作

りに生かせるポイントを見つけることができる。         （読むこと） 

 

（２） 評価規準 

エ 読む能力 オ 言語についての知識・理解・技能 

② アップとルーズで伝えられることと伝

えられないことを表にまとめ、目的に

応じて使い分けていることに気付いて

いる。 

① 「このように」や「しかし」「でも」な

どの言葉に着目し、文章の構成をとら

えている。 

 

（３） 展開 

学習活動 学習内容 指導と評価の創意工夫 時間 

１ 本時の学習課題

をつかむ。 

(1)前時の学習を振り

返る。 

 

 
 
(2)本時の学習課題を

把握する。 

 

 

２ 第４～６段落を

読んで、番組作りの

ポイントを見付け

る。 

(1) 第４～６段落を

音読する。 

 

 
 
(2)アップとルーズで

分かることと分か

らないことを表に

まとめる。 

 ①本文線引き(個人

→ペアで確認) 

② 表の作成(個人

→全体) 

 ③表を見て考える 

(ペア→全体) 

 

 

○「アップ」と「ルーズ」

の意味の確認 

○番組作りのポイント

①の確認 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

○第４～６段落の音読 

 

○書いてあることの確

認 
 
○アップとルーズで分

かることと分からな

いことの読み取り 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習計画の掲示を示しながら、

前時の学習を簡単に振り返る。 

・本時は、ポイント②を見付け

ていくことを確認する。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

・課題を意識して音読するよう

声をかける。 

・第４～６段落には、何が書か

れているか問いかける。 
 
・アップで分かることは赤線、

ルーズで分かることは青線、

それぞれで分からないことは

黒線を引かせる。 

・どんな表でまとめればよいか

簡単に考えさせる。 

・表にまとめるときは、文を抜

き出すのではなく、短い言葉

で書くとよいことを伝える。 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アップとルーズをどんなときに使い分ければよいだろう。 
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(3)「対比」という言

葉を知る。 

 

 

 

(4)第６段落の読み取

りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○言葉「対比」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「対比」という意味と

その意味 

 

 

 

○第６段落の音読 

○まとめを表す言葉「こ

のように」 

○第６段落の内容 

・第４･５段落のまと

め 

 

 

 

 

 

・筆者の言いたいこと 

「目的におうじてア

・児童の発言を受けて左のよう

な表を完成させる。 

・表を見て「どうですか」と発

問し、児童の様々な考えを引

き出す。 

・児童から「反対」という言葉

が出たら⇔を書き込む。 

・「アップで分かること」と「ル

ーズで分からないこと」が同

じだという意見が出たら、表

を同じ色で囲む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最後に⇔を指さして「対比」

という言葉を知らせる。 

・国語辞典に載っている意味を

読ませ、黒板に掲示する。 

 

・第６段落には何が書かれてい

るか問いかける。 

・「このように」という言葉に着

目させ、第６段落は第４･５段

落のまとめであることを押さ

える。 

・第４･５段落では「分かること」

など受け手の視点だったの

が、第６段落では「伝えたい

こと」と送り手の視点になっ

ていることを押さえる。 

・２番目の文は、何か問いかけ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルーズ アップ  

 

・
選
手
と
お
う
え
ん
し
た

人
た
ち
が
一
体
と
な

っ
て
、
勝
利
を
喜
び
合

う
様
子 

 

広
い
は
ん
い
の
様
子 

 ・
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
選
手 

が
全
身
で
喜
び
を
表

し
な
が
ら
走
る
様
子 

 

細
か
い
部
分
の
様
子 

分
か
る
こ
と 

・
顔
つ
き
・
視
線
・
気

持
ち 

 

細
か
い
部
分
の
様
子 

・
相
手
選
手
の
様
子 

・
お
う
え
ん
席
の
様
子 

・
う
つ
さ
れ
て
い
な
い 

多
く
の
部
分 

 

広
い
は
ん
い
の
様
子 

分
か
ら
な
い
こ
と 

 

対
比 

しかし でも 

評価場面１ 
〈活動に即した評価規準〉 
エ②・オ① 
〈評価方法〉 
・発言 
・ノートの記述内容の考察 
〈手立て〉 
・線が引けない児童には、教

科書の｢分かります｣｢分か
りません｣の表現に着目さ
せる。 

・黒板にまとめる際には、視
覚的にとらえやすいよう
カードやチョークの色を
工夫する。 
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(5)本時のまとめを書

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6)アップとルーズの

特徴が自分たちの

生活を撮った写真

でも言えるか考え

る。(グループ) 

  

 

 

 

３ 本時の振り返り

と次時の予告をす

ップとルーズを切り

かえながら放送をし

ています。」 

 

 

 

 

 

 

○まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○番組作りのポイント

の具体的確認(読み取

った内容の一般化) 

 

 

 

 

 

 

○言語活動に生かせる

学びの確認 

・「目的におうじて」とはどうい

うことかペアで話し合わせ、

その後表に戻って全体で確認

する。 

 (細かい部分の様子を伝えた

いときはアップ、広い範囲の

様子を伝えたいときはルー

ズ) 

 

 

 

 

 

 

・本時の課題を振り返って   

を抜いたカードを示し、 

 個人でまとめを書かせる。 

・自分の言葉でまとめるよう伝

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・写真が印刷されたワークシー

トをグループに一枚配り、以

下の２点をグループで書き込

ませる。 

① アップかルーズか 

② それぞれの写真で伝えら

れること 

・一つのグループに発表させる。 

 

・テレビ番組作りのポイントと

振り返りを書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

評価場面２ 
〈活動に即した評価規準〉 
エ② 
〈評価方法〉 
・発言 
・ノートの記述内容の考察 
〈手立て〉 
・表を振り返らせる。 
B：上のように教科書の言葉
で書いている。 

A：自分の言葉を付け足すな
ど工夫して説明してい
る。 

 

細かい部分の様子を伝えたいときはアップ、 

広いはんいの様子を伝えたいときはルーズを使う。 
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９ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。 

・テレビ番組作りの 

ポイントを書く。 

  (個人→全体) 

 

 

 

 

「目的に応じてアップ

かルーズかを選ぶ。」 

「細かい部分の様子を

伝えたいときはアップ、

広いはんいの様子を伝

えたいときはルーズを

使う。」 

 

・書けない児童には、筆者の言

いたいことやまとめを受けて

考えるよう声をかける。 

 

 

 

・次回は、第７･８段落を読むこ

とを確認する。 

ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
で
伝
え
る
④ 

 

④
⑤
⑥
段
落 

○課 

ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
を
ど
ん
な
と
き
に
使
い

分
け
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。 

                  

対
比 

二
つ
の
も
の
ご
と
を
比
べ
て
、
そ
の
ち
が

い
を
見
る
こ
と
。 

 

筆
者
の
言
い
た
い
こ
と 

  

そ
れ
で 

 

目
的
に
お
う
じ
て
、
ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ 

を
切
り
か
え
な
が
ら
、
放
送
を
し
て
い
ま
す
。 

  

○ま 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
き
は
ア
ッ
プ
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
き
は
ル
ー
ズ 

を
使
う
。 

 
 

 

 

写真 写真 

ルーズ アップ     

・
選
手
と
お
う
え
ん
し
た
人

た
ち
が
一
体
と
な
っ
て
、

勝
利
を
喜
び
合
う
様
子 

 

広
い
は
ん
い
の
様
子 

 ・
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
選
手 

が
全
身
で
喜
び
を
表 

し
な
が
ら
走
る
様
子 

 

細
か
い
部
分
の
様
子 

分
か
る
こ
と 

・
顔
つ
き
・
視
線
・
気

持
ち 

 

細
か
い
部
分
の
様
子 

・
相
手
選
手
の
様
子 

・
お
う
え
ん
席
の
様
子 

・
う
つ
さ
れ
て
い
な
い 

多
く
の
部
分 

 広
い
は
ん
い
の
様
子 

分
か
ら
な
い
こ
と 

 

対
比 

しかし でも 

こ
の
よ
う
に
、
ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
伝
え
ら
れ
る
こ
と
と
伝
え
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 



 

 

説
明
の
し
か
た
を
工
夫
し
て
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
文
章
を
書
こ
う 

「
四
年
生
の
学
習
を
伝
え
る
テ
レ
ビ
番
組
」
を
作
ろ
う 

 

「
ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
で
伝
え
る
」
は
、
写
真
と
文
章
を
組
み
合
わ
せ 

た
り
、
具
体
例
を
あ
げ
た
り
し
て
、
読
む
人
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し 

て
い
ま
し
た
。
あ
な
た
も
、
説
明
の
し
か
た
を
工
夫
し
て
、
四
年
生
の 

学
習
の
楽
し
さ
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
テ
レ
ビ
番
組
を
作
り
ま
し
ょ 

う
。 

 
 

❶ 説明する相手と内容
よう

を決める。 

➋ 文章の組み立てを考える。 

➌ 説明する文章を書く。 

➍ テレビ番組にして伝える。 

❶ 

説
明
す
る
相
手
と
内
容
を
決
め
よ
う
。 

 

四
年
生
の
学
習
を
伝
え
た
い
相
手
を
決
め
ま

し
ょ
う
。 

     

テ
レ
ビ
番
組
を
見
る
人
に
、
ど
ん
な
こ
と
を

知
ら
せ
た
い
で
す
か
。
受
け
手
に
伝
え
た
い
、

よ
い
点
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
よ
い
点
は
、
い
く

つ
か
あ
げ
て
お
く
と
、
選
ん
だ
学
習
の
楽
し
さ

が
伝
わ
り
や
す
い
で
す
ね
。 

●
三
年
生 

●
家
の
人 

●
ち
い
き
の
人 

➋ 

文
章
の
組
み
立
て
を
考
え
よ
う
。 

次
の
表
を
参
考
に
し
て
、
文
章
の
組
み
立
て
を
考
え
ま
し
ょ
う
。 

     
 

    

     

選
ん
だ
学
習
の
よ
い
点
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
は
、

ど
ん
な
写
真
を
使
う
と
よ
い
か
も
考
え
ま
し
ょ
う
。 

 

決めよう・集めよう 

組み立てよう 

書こう 

伝えよう 

   

ま
と
め 

 
 

 
 

 
 

「
よ
い
点
①
」
に
つ
い
て 

・
一
人
一
人
が
技
能
を
高
め
る
よ
さ
。 

・
教
科
書
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
す
こ 

と
が
で
き
る
と
う
れ
し
い
。 

 

「
よ
い
点
②
」
に
つ
い
て 

・
仲
間
と
協
力
し
て
活
動
す
る
楽
し
さ
。 

・
協
力
し
て
、
手
ぎ
わ
よ
く
実
習
で
き
る 

よ
う
に
な
る
と
こ
ろ
に
や
り
が
い
が 

あ
る
。 

家
庭
科
に
は
、
「
よ
い
点
①
」
と
「
よ
い
点
②
」
が
あ
る
。 

 

初
め 

中 

終
わ
り 

「
よ
い
点
①
」 

を
伝
え
る
写
真 

「
よ
い
点
②
」 

を
伝
え
る
写
真 

家
庭
科
に
は
、
一
人
一
人
の

技
能
を
高
め
る
よ
さ
と
、
仲

間
と
協
力
し
て
活
動
す
る

楽
し
さ
が
あ
る
な
。 

たしかめよう 

「いつも気をつけよう」➡６ページ 

▼ 
活動の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼ 

ふり返ろう・生かそう 



 

 

➌ 
説
明
す
る
文
章
を
書
こ
う
。 

 

テ
レ
ビ
番
組
の
原
こ
う
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

                               

➍ 

テ
レ
ビ
番
組
を
さ
つ
え
い
し
て
、
三
年
生
に
伝
え
よ
う
。 

 

グ
ル
ー
プ
で
読
み
合
い
、
分
か
り
や
す
く
書
け
て
い
る
か
、
か
く
に
ん
し
ま
し
ょ
う
。 

初
め
に
映
す
番
組
タ
イ
ト
ル
の
フ
リ
ッ
プ
や
、
あ
い
さ
つ
文
を
作
って
も
い
い
で
す
ね
。 

 

一
人
で
、
み
ん
な
で
、
楽
し
い
家
庭
科 

 

五
年
生
の
家
庭
科
で
は
、
一
人
一
人
が
調

理
や
さ
い
ほ
う
な
ど
の
技
能
を
伸
ば
す
よ
さ

と
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
活
動
す
る
よ
さ
が

あ
り
ま
す
。 

こ
の
写
真
は
、
「
ゆ
で
野
菜
サ
ラ
ダ
」
を
作

る
調
理
実
習
で
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
短
ざ
く
切
り

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
調
理
実
習
で
は
、

教
科
書
で
学
習
し
た
切
り
方
を
、
安
全
・
え

い
生
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
実
さ
い
に
行
っ
て

み
ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
を
上
手
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
て
、
見
た
目
も
き
れ
い
な
お
い
し
い

サ
ラ
ダ
が
で
き
る
と
う
れ
し
い
で
す
。 

ま
た
、
仲
間
と
協
力
し
て
活
動
す
る
楽
し

さ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
写
真
は
、
グ
ル
ー
プ
で

協
力
し
て
調
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

全
員
で
声
を
か
け
合
っ
た
り
教
え
合
っ
た
り

し
な
が
ら
、
手
ぎ
わ
よ
く
お
い
し
い
料
理
を

作
る
と
こ
ろ
に
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
家
庭
科
で
は
、
自
分
の
調

理
や
さ
い
ほ
う
な
ど
の
技
能
が
伸
び
る
よ
う

に
努
力
し
た
り
、
仲
間
と
協
力
し
て
実
習
を

し
た
り
し
て
、
学
習
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

 

 

▼
上
の
文
章
の
、
そ
れ
ぞ

れ
の
段
落
に
は
、
ど
ん
な

こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す

か
。 

▼
写
真
の
使
い
方
で
工
夫

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
す
か
。 

             

ふ
り
返
ろ
う
・
生
か
そ
う 

□
「
初
め
」
や
「
終
わ
り
」

の
内
容
を
「
中
」
で
分

か
り
や
す
く
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
か
。 

 

◆
他
教
科
の
学
習
で
、
何

か
を
説
明
す
る
と
き

に
、
こ
こ
で
書
い
た
文

章
の
組
み
立
て
を
生

か
し
ま
し
ょ
う
。 

説
明
の
し
か
た
を

工
夫
し
て
書
く 

 
●
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と

に
段
落
を
分
け
る
。 

●
内
容
に
合
う
写
真
を
そ

え
た
り
、
具
体
例
を
あ

げ
た
り
す
る
と
、
読
み

手
に
分
か
り
や
す
い
文

章
に
な
る
。 

 
  


